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０
上
高
地
か
ら
乗
鞍
高
原
へ
向
か
う

途
中
の
澄
ん
だ
空
と
紅
葉
。
●
点
灯

さ
れ
た
四
ツ
屋
ま
つ
り
七
基
の
灯
籠

顆んわけと

警鬱楽し漑大曲
首都圏大曲会会幸展 第 22号

フェアの「大曲納豆汁コーナー」

“大曲の花火"夜花火火の部 開始を告げる500鷲元のナイアガラ瀑布
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平成28年 (2016年 )12月

秋田県特日」識培晨産物認証

う

ち
し

ろ
き

ん

内
城
菌
パ
ワ
ー
で

■ 販売量に限りがございます。売切れの節はご容赦願います。

〒014‐0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男 電話0187(66)1702

こ
だ
わ
り
の
有
機
米

0187-62-5614

『
ア
キ
タ
コ
マ
チ
』

安
全

・
安
心

抜
群
に
美
味
し
い
食
感
。

ア
キ
タ
コ
マ
チ
は
今
年
も

肥
沃
な
仙
北
平
野
で

黄
金
色
に
輝
き

豊
作
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

＊
内
城
菌
農
法

画
期
的
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
内
城
菌
は
、

従
来
厄
介
者
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
食
物
、

魚
肉
、
野
菜
等
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
、
有
機

肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
こ
れ
で

土
壌
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
植
物
は
栄
養
分
を

吸
収
し
易
く
な
り
、
こ
こ
に
有
機
肥
料
に
よ

る

「内
城
菌
農
法
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

生
産
者
佐
藤
久
男
氏
の
こ
だ
わ
り
は
、
こ

の
肥
料
を
使

っ
て
生
産
す
る
安
全

・
安
心
の

有
機
米

『
ア
キ
タ
コ
マ
チ
』
で
す
。

有機米

ご注文Fax番号⇒
特別栽培こだわり米 5 kg,撻 10 kg4撻 25 kg'撻

①減農薬 化学肥料不使用
(内城菌有機肥料のみ散布土壌 )

3,000円

(    個)

5,000円

(    個)

11,500円

(    個)

送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 400円

②減農薬 化学肥料40%使用
(内城菌有機肥料+化学肥料散布上壌)

2,300円

(    個)

3,800円

(    個)

9,000円

(    個)

送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 400円

ご注文合計数 ( 個 ) ( 個 ) ( 個 )

品物十送料合計 円 円 円

一丁

お米送付先 (住所)⇒

お名前⇒ お電話⇒

代金請求者御氏名⇒ お電話⇒

ご住所⇒〒
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『お、るさと人曲』第22号

秋
の
稔
リ
フ
ェ
ア
開
催

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
２２
号

目

　

次

大
曲
ヒ
カ
リ
オ
な
ど
会
場
に

◇
平
成
２８
年
度

稔
り
の
秋
。
大
仙
市
で
は
１０
月
２２
日
・

２３
日
の
両
日
、
新
装
な

っ
た
大
山
ヒ
カ

リ
オ
や
花
火
通
り
商
店
街
な
ど
を
会
場

に
、
秋
の
稔
リ
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
仙
市

の
産
業
振
興
な
ど
を
目
的

に
、
市
全
体
の
収
穫
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
平
成
１７
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

来
た
秋
の
稔
リ
フ
ェ
ア
。
こ
れ
ま
で
は

大
山
市
市
庁
舎
周
辺
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
今
年
か

ら
は
「市
中
心
地
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
」

と
い
う
目
的
の
も
と
に
、
中
心
と
な
る

会
場
を
、
大
山
ヒ
カ
リ
オ
や
駅
前
周
辺

に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

大
曲
ヒ
カ
リ
オ
イ
ベ
ン
ト
広
場
に

は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、
郷

土
芸
能
や
、
よ
さ
こ
い
な
ど
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
花
火
通
り
商
店

街
で
は
、

４０
台
に
も
及
ぶ
軽
ト
ラ
ッ
ク

が
並
び
、
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
や
果
物
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
加
工
品
な
ど
を
荷

台
に
並
べ
て
販
売
す
る

「だ
い
せ
ん
軽

ト
ラ
市
」
が
開
催
さ
れ
、
買
い
物
客
で

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
支
援

へ
の

感
謝
を
込
め
て
、
岩
手
県
宮
古
市
よ
り

秋
刀
魚
炭
火
焼
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
職

員
有
志
か
ら
は
ホ
タ
テ
の
炭
火
焼
が
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
は
旬
の
味

と
秋
の
稔
り
を
感
じ
な
が
ら
、
多
彩
な

内
容
の
催
し
を
満
喫
し
ま
し
た
。

首
都
圏
大
曲
会
総
会
賑
や
か
に
開
催

今
年
も
元
気
に
再
開
を
喜
ぶ

第
９０
回

ク大
曲
の
花
火
ク

壮
麗
に
華
や
か
に
、
大
曲
の
空
を
彩
る

◇
第
8
回

東
只
で

大
曲
の
花
火
//

を
観
る
会

予
た
口

＆
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

□
第
７
回
四
ツ
屋
ま
つ
り

華
一麗
に
遇
し
く
成
長
し
て
開
催

‥
　

，
″

◆
エ
ツ
セ
ー
　
わ
が
人
生
の
大
曲
　
小
松
美
智
子

◆
力
″
メ

ラ

部
孵
何

（上
高
地
か
ら
白
骨
温
泉
、
乗
鞍
高
原
へ
）

斉
藤
　
貞
助
　
…
九

大
仙
市
ふ
る
さ
と
物
産

フ
ェ
ア
２
０
１
６
ｉｎ
有
楽
町

活
躍
す
る
大
曲
出
身

エ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
た
ち
　
２２

大
山

の
話
題
　
２３

15

ふ
る
さ
と
納
税
　
２６

思

い
出

の
中
の
景
色
　
２７

編
集
後
記
　
２７
　
（写
宣
協
力

人
仙
菫

□
大
仙
市
で
活
躍
す
る
企
業
訪
問
シ
リ
ー
ズ
　
⑫

鋼
材
加
工
販
士冗
の
パ
イ
す

一ア

協
伸
精
鋼
株
式
会
社

「
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飛
で
勝

広い帝国ホテル「光の間」は首都圏大曲会の仲間でいつぱいになつた

螂 1菫熙 1,

大
曲
が
故
郷
の
仲
間
た
ち

今
年
も
元
気
で
再
会
喜
ぶ

首
都
圏
大
山
会

の
総
会
は
、
日

本
を
代
表
す
る
ホ
テ
ル
で
あ
る
帝

国
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
し
て
い
る

こ
と
は
多
く

の
人
々
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

の
大
山
か
ら

首
都
圏
に
出
て
来
て
、
学
び
ま
た

働
く
人
々
に
と

っ
て
、
年
に

一
度

の
総
会
は
印
象
に
残
る
会
場
を
選

び
、
印
象
に
残
る
総
会
内
容
に
し

て
会
員
の
結
束
を
図
ろ
う
と
す
る

価
値
観
が
、
」ヽ
の
会
の
伝
統
と
な

っ

て
今
に
続

い
て
い
る
も
の
で
す
。

平
常
は
７
月

の
、
東
京

の
お
盆

が
明
け
る
頃
が
、
参
加
す
る
会
員

に
は
都
合
が
良

い
だ
ろ
う
と

い
う

こ
と
か
ら
、
毎
年
、
７
月
２０
日
前

後
の
土
曜
日
の
開
催
が
恒
例
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
は
ホ
テ
ル

大仙市のふるさと会首都圏大曲会は 8月 6日 の土曜

日、恒例の帝国ホテル東京「光の間」で平成 28年度

の総会兼懇親会を開催しました。真夏の総会でもこの

日は比較的に涼しく、大曲を故郷とする人々や大由に

縁を持つ人々が大挙参加して、今年度の活動としての

幹事会案を承認し、一年振 りの親睦会を楽しみました。

「来年は国際会議の“花火サミット"が

開催される…… 」と大仙市の近況を報告

する栗林次美市長
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も
混
み
合

っ
て
い
て
、
ホ
テ
ル
側

と
の
日
程
交
渉
が
折
り
合
わ
ず
８

月
に
入

っ
た
真
夏

の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

毎
年
総
会
開
始
前
に
、
前
年
夏

の

「
大
曲

の
花
火
」

の
映
像

を

流
し

て
ふ
る
さ
と
を
偲
び
ま
す

が
、
今
年
は
花
火

の
映
像
と
と
も

に
、
首
都
圏
大
曲
会
会
員
高
階
光

義
さ
ん

（昭
和
１４
年
生
ま
れ
の
中

良
野
会

。
な
か
ら
の
か

い
　
の
メ

ン
バ
ー
）
が
制
作
し
た

「
な

つ
か

し
の
大
曲
　
今

上
里

を
上
映
し
、

往
時

の
大
曲
と
現
在
を
比
較
し
て

振
返
り
ま
し
た
。
（６
頁
掲
載
）

総
会
は
予
定
通
り
の
１１
時
３０
分
、

大
友
副
会
長
の
司
会
で
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
日
、
首
都
圏
大
山
会

会
員
を
初
め
大
仙
市
栗
林
市
長
や

関
係
職
員
、
市
会
議
員
や
大
山
商

工
会
議
所
、
秋
田
県
東
京
事
務
所

や
秋
田
魁
新
報
、
『ふ
る
さ
と
大
曲
』

に
広
告
で
協
力
し
て
く
れ
る
企
業

や
商
店
な
ど
と
と
も
に
、
大
仙
市

の
首
都
圏
各
ふ
る
さ
と
会

の
代
表

な
ど
約
百
五
十
名

の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

幹
事
会
提
案
事
項
は

満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
る

初
め
に
大
釜
茂
環
会
長
に
よ
る

歓
迎
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
会
長
よ

り
平
成
２７
年
度
の
事
業
報
告
、
会

計
報
告
が
な
さ
れ
、
佐
藤
監
事
か

ら
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

直
ち
に
評
決
が
な
さ
れ
満
場

一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
続
き
平



『お、るさと大曲』第 22号

開会の挨拶をする

首都圏大曲会大釜会長

総会で祝辞を述べる

大仙市議会石IMK議長代理

年に一度の

真夏に集う

写真上は、栗林市長を囲んで大仙市の近況話しに聞き入り、花が咲く。

傍で歌う富士琴美さんの歌が拍車をかけて、一段と陽気に盛り上がる。

ふるさと会の仲間が集まつて交歓し合う、もつとも楽しいところだ

成
２８
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
の

説
明
が
あ
り
、
こ
れ
も
異
議
な
く

提
案
通
り
通
過
し
ま
し
た
。

平
成
２８
年
度
は
、
夏

の
総
会
、

２
月
の

「東
京
で

″大
曲
の
花
火
ク

を
観
る
会
＆
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む

会
」
の
開
催
、
年
２
国
会
報

『ふ

る
さ
と
大
曲
』
の
発
行
、
「
ふ
る
さ

と
物
産
フ
ェ
ア
」

へ
の
協
力
、
会

員
増
強
な
ど
が
主
た
る
活
動
で
す
．

用
意
さ
れ
た

一
連
の
審
議
事
項

が
終
わ
り
、
引
き
続
き
栗
林
大
仙

市
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

来
年
４
月
、
大
仙
市
で

国
際
花
火
サ
ミ
ッ
ト
開
催

大
仙
市
大
山
地
区
の
近
況
の
報

告
で
は
、
昨
年
完
成
し
た
大
曲
ヒ

カ
リ
オ
を
中
心
に
駅
前
が
活
気
づ

い
て
来
た
こ
と
、
第
１６
回
国
際
花

火
サ
ミ
ッ
ト
が
来
年
４
月
大
仙
市

で
の
開
催
が
決
定
、
花
火
産
業
情

想

の
弾
み
に
な
る
こ
と
。
全
県

５
０
０
歳
野
球
大
会
が
、
来
年
か

ら
野
球
に
燃
え
る
親
父
た
ち
の
甲

子
園
と
し
て
全
国
大
会
に
な
る
こ

と
な
ど
、
元
気
の
出
る
話
題
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
大
仙
市

議
会
議
長
代
理
と
し
て
石
塚
柏
議

員
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ち

づ
く
り
課
職
員
が

「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
説
明
と
と
も
に
協
力
を
訴

え
、
大
山
商
工
会
議
所
賢
木
新
悦

副
会
頭
の
発
声
で
、
高
ら
か
に
乾

杯
が
行
わ
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。
乾
杯
の
酒
は
、
鈴
木
酒
造

店
提
供
、
特
製
の

「大
曲
」
で
す
。

景
品
は
地
元
商
店
や
企
業
の
ご
厚
意

毎
年
人
気
の
福
引
き
大
会

今
年
も
熱
気
呼
ぶ
盛
上
り

首
都
圏
大
山
会
の
総
会
で
毎
年

人
気
を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
が
お
楽
し

み

「福
引
き
大
会
」
で
す
。
こ
れ

に
は
地
元
大
曲
地
区
の
各
商
店
を

始
め
、
黒
湯
温
泉
、
妙
乃
湯
、
都

わ
す
れ
の
宿
泊
券
、
会
場
の
帝
国

ホ
テ
ル
の
食
事
券
な
ど
が
提
供
さ

れ
て
、
参
加
す
る
人
は
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

進
行
は
築
地
副
会
長
。
か
つ
て

大
山
駅
前
で

一
世
を
風
靡
し
た
月

岡
劇
場
出
身
と
あ

っ
て
、
マ
イ
ク

の
調
子
は
玄
人
は
だ
し
。
誰
も
が

浮
き
浮
き
し
た
気
分
で
、
お
さ
な

馴
染
み
と
の
お
喋
り
に
夢
中
に
な

り
な
が
ら
、
司
会
の
名
調
子
に
耳

を
傾
け
、　
一
喜

一
憂
に
徹
し
ま
す
。

こ
れ
は
会
場
横
に
店
を
広
げ
る

「大
仙
市
特
産
品
」
の
即
売
ブ
ー
ス

と
と
も
に
、
参
加
者
に
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
、
絶
対
の
人
気
で
す
。

お
上
産
は
大
仙
市
高
関
佐
藤

久
男
さ
ん
提
供

ア
キ
タ

コ
マ
チ
。

ず
し
り
と
重

い
大
曲
産
で
す
。



少
年
の
頃
の

大
曲
の
街
並
み
を

高
階
光
義
さ
ん
映
像
で
偲
ぶ

昭
和
１４
年
生
ま
れ
の
同
級
生
で

構
成
す
る
中
良
野
会
メ
ン
バ
ー
の

高
階
光
義
さ
ん
は
、
同
時
に
首
都

圏
大
曲
会
の
会
員
。
映
像
や
音
響

機
器
に
興
味
を
持
つ
高
階
さ
ん
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
に
も
強
い
関
心
を
見

せ
て
い
ま
す
。

首
都
圏
大
曲
会
が
毎
年
二
月
に

開
催
す
る

「東
京
で

『大
曲
の
花

火
』
を
観
る
会
」
で
も
、
少
年
の

頃
を
偲
ぶ
大
曲
の
映
像
を
編
集
し

て
、
集
ま

っ
た
会
員
に
披
露
し
て

好
評
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

今
年
第
２８
回
を
迎
え
た
首
都
圏

お働‖染みの福引き大会。お喋りに夢中になれば抽選会の始まりも耳に入らないことも。
その都度司会の築地副会長はユーモラスに誘導する。

平成28年 (2016年 )12月

-6-

大
曲
会
の
総
会
に
先
立
ち
、
「な
つ

か
し
の
大
曲
　
今

・
昔
」
を
映
像

化
し
て
、
往
時
を
知
る
会
員
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
変
革
し
て
い
く
大
曲
の

街
並
で
す
が
、
高
階
さ
ん
は
制
作

の
趣
旨
を
ご
自
身
の
少
年
時
代
の

思
い
出
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「な

つ
か
し
の
大
山
　
今

・
昔
」

編
集
制
作
に
当

っ
て

私
の
実
家
は
平
成
１１
年
ま
で
大

曲
上
栄
町
に
あ
り
ま
し
た
。
向
か

い
は
市
役
所
を
初
め
、
図
書
館
、

土
木
事
務
所
、
大
山
小
学
校
、
運

動
場
、
農
業
高
校
な
ど
で
、
遊
ぶ

の
に
は
と
て
も
都
合
の
よ
い
所
で

し
た
。
家
の
前
は
通
学
路
で
も
あ

り
、
小
学
校
時
代
は
生
徒
が
よ
く

わ
が
家
の
藤
棚
を
見
学
に
来
た
も

の
で
す
。

昭
和
２７
年
３
月
、
小
学
校
卒
業

記
念
に
実
家

の
前
に
植
え
た
桜
の

苗
は
、
上
京
後
は
私
の
思

い
が
通

る
か
の
よ
う
に
、
毎
年
、
周
辺
の

桜

の
開
花
に
先
駆
け
て
綺
麗
な
花

を
咲
か
し
評
判
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
平
成
２
年

「
秋
田
民
報
カ

レ
ン
ダ
ー
」
５
・６
月
は
、
我
が
家

の
玄
関
前
に
咲
く
桜

の
写
真
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

時
は
過
ぎ
実
家

の
移
転
後
、
平

成
１１
年
１２
月
、
旧
家

の
解
体
と
共

に
桜
の
木
も
伐
採
さ
れ
て
、
永
年
、

道
行
く
人
々
の
日
を
和
ま
せ
て
く

れ
た
桜
と
、
子
ど
も

の
頃

の
実
家

の
面
影
は
無
く
な

つ
て
し
ま

つ
た

の
で
す
。
上
京
し
て
最
早

５８
年
、

故
郷

へ
の
想

い
は
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
齢
を
考
え
る

と
こ
の
あ
と
何
回
帰
郷
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
今
回
ご
覧
頂

い
た
映

像
は
、　
一
昨
年

の
２
０
１
４
年
９

月
に
帰
郷
し
た
折
、
機
会
あ

っ
て

弟

の
光
栄
が
案
内
し
て
く
れ
て
、

旧
実
家
周
辺
と
思

い
出
に
残
る
場

所
を
ビ
デ
オ
に
収
め
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
編
集
に
あ
た

っ
て
は
、

数
少
な

い
資
料

の
中
か
ら
、
往
年

の
同
じ
場
所
と
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
さ
せ
て
み
ま
し
た
。
個
人
的
な

素
人
撮
影
で
、
全
体
的
視
野
に
至

っ

て
い
な

い
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ

い
。首

都
圏
大
曲
会

の
み
な
さ
ま
に

は
、　
一
コ
マ
で
も
懐
か
し
く
観
て

頂
け
れ
ば
、
制
作
者
と
し
て
こ
の

上
な
い
喜
び
で
す
。　
高
階
　
光
義

Jr大 曲商工会議所
会頭 佐々木 繁治

〒014-0027 秋田県大仙市大曲通町1-13
TEL 0187-62-1262 FAX 0187-62-1265
E― lllail i kaigish000magari_hanabi.com

URL:httpノ /www.omagari― cci.com

Tel

|  ｀
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『ふるさと大曲』第22号

結
香
さ
ん

首都圏大曲会懇親会で

最高のパフォーマンスを披露
首都圏大曲会の総会後の懇親

会は、大山出身の芸能人が最高

のパフォーマンスを披露してく

れます。「大山会はいいなあ」と、

他のふるさと会に言われます。

今年も千葉とし子さん夫妻 (民

謡)、 富士琴美さん (浪曲、歌謡

曲)、 結香さん (ポ ップス)、 そ

してお馴染みの高田洋子さんが、

お嬢さんとの共演で、元気にフ

ラダンスを踊りました。

首
都
圏
大
山
会

の
総
会

で
高
田

洋
子
さ
ん
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
名
物

に
な

っ
て
い
ま
す
。
一局
田
さ
ん
は

も
と
も
と
古
く
か
ら

の
会
員

で
、

会

の
世
話
役
も
経
験
し
た
大
曲
会

大
好
き
人
間
で
す
。
も
と
も
と
バ

ス
ケ

ッ
ト
で
は
日
本
屈
指

の
名
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た

が
そ
の
後

フ
ラ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

今
に
続
く
踊
り
手
で
す
。
今
年
は

お
嬢
さ
ん
と

一
緒
に
二
曲
を
披
露
．

と
て
も
∞
歳
を
越
し
た
と
は
思
え

な

い
元
気
な

フ
ラ
ダ
ン
ス
に
拍
手

喝
一米
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

大
曲
は

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
の

多

い
所
で
す
。
「人
曲
は
い
ろ
い
ろ

な
芸
能
人
が

い
て
い
い
な
」
と
、

他

の
ふ
る
さ
と
会
に
羨
ま
し
が
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

日
も
津
軽
三
味
線

の
畠
山
光
洋
さ

ん
、
落
語
家
二
つ
日
の
〓
一遊
一骨
遊

里
さ
ん
は
、
他
の
出
番
と
か
ち
合

っ

て
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
て
、
富
士

琴
美
さ
ん
、
藤
丸
束
風

・
千
葉
と

し
子
さ
ん
夫
妻
、
若
手
売
出
し
中

の
結
香
さ
ん
の
出
演
で
、
賑
や
か

で
楽
し

い
い
舞
台
を
演
出
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
富
士
琴
美

さ
ん
は
、

浅
草

の
木
馬
座
を
本
拠
と
す
る
浪

曲
師
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
大
曲
会

で
は
歌
謡
曲
や
手
品
、
踊
り
な
ど

を
披
露
し
て
大
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

て
く
れ
て
い
ま
す
。
尺
八
家
元
の

藤
丸
束
風
と
民
謡
歌
手
と
し
て
知

ら
れ
る
千
葉
と
し
子
さ
ん
は
、
畠

山
光
洋
さ
ん
の
ご
両
親
．
息
子
の

穴
を
親
が
カ
バ
ー
す
る
と
ば
か
り

に
、
急
返
お
二
人
で
の
出
演
と
な

り
ま
し
た
。

結
香
さ
ん
は
内
小
友
出
身

の
シ

ン
ガ
ー
で
、
大
曲
高
校
か
ら
千
葉

大
学

へ
進
学

・
卒
業
し
た
生
粋

の

大
曲
人
で
す
。
現
在
は
東
京
を
中

心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
大
仙

市
を
は
じ
め
秋
田
県
内
各
地
の
イ

ベ
ン
ト
で
も
数
多
く
出
演
し
、
人

気
沸
騰
中
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

で
す
。
祖
父
に
、
内
小
友
地
区
余

日

い
き

い
き
会
議
協
議
会
設
立
に

尽
力
さ
れ
た
加
藤
加

一
さ
ん
を
持

ち
、
首
都
圏
人
曲
会
な
ど
ふ
る
さ

と
会

の
活
動
に
も
深
く
理
解
を
示

し
積
極
的
に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ

て
い
ま
す
。
（関
連
記
事
１６
頁
）

ふるさと大曲の雰囲気が流れる総会・懇親会会場
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創造花火の部

優勝「光の旋律」

野村花火工業 (茨城県 )

一熙
一

快晴だ !豪雨が

写真提供 大仙市

った。
河畔埋める 74万人の大観衆

明
治
４３

（
一
九

一
〇
）
年
か
ら

始
ま

っ
た

「
大
由

の
花
火
」
は
、

今
年
九
十
回
と

い
う
節
目
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。
旧
大
山
町
を
中
心

と
し
た
仙
北
地
方

の
花
形
行
事

と
し
て
維
持
さ

れ
て
き
ま
し
た

が
、
今

や
わ
が

国
は
も
と
よ
り

全
世
界
に
誇
る

大
仙
市

の
主
要

行
事

に
ま

で
進

歩
、
発
展
し
ま

し
た
。
来
年

４

月
は
大
仙
市

で

国
際
行
事

「
花

火

サ

ミ

ッ
ト
」

が

開

催

さ

れ
、

花
火
に
対
す
る
市
民
の
情
熱
は
ま

す
ま
す
盛
り
上
が
り
ま
す
。

前
日
か
ら
よ
く
ぞ
降

っ
て
く
れ

た
雨
も
、
朝
方
か
ら
は
か
ら
り
と

あ
が
り
ま
し
た
。
会
場

の
雄
物
川

河
畔
に
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
見
物

客
は
大
会
発
表
で
７４
万
人
．
　

大

会

の
幕
開
け
は

「
大
山

の
花
火
」

特
有

の
、
５
０
０
日
に
及
ぶ
ナ
イ

ア
ガ
ラ
の
滝
。
滝

の
上
に
次
か
ら

次

へ
と
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ス
タ
ー

マ
イ
ン
が
、
会
場

の
大
観
衆
を
夢

幻

の
世
界

へ
と
誘

い
ま
す
。

「
大
曲

の
花
火
」
は
、
全
国
か

ら
選
び
ぬ
か
れ
た
花
火
師
に
よ

っ

て
競
わ
れ
る
競
技
大
会
で
あ
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
毎
年

の
出
品
者
は
技
術

を
磨
き
英
知
を
集
め
て
の
真
剣
勝

負
．
観
客

の
目
も
ま
す
ま
す
肥
え

て
き
て
い
る
だ
け
に
花
火
技
術

の

向
上
は
年
を
追

っ
て
日
党
ま
し

い

進
歩
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

今
年

の
大
会
テ
ー

マ
は

「行
雲

流
水
　
礎
と
創
」
．
昨
年

の
テ
ー

マ
を
継
承
し
、
長

い
伝
統
を
大
切

な
礎
と
し
て
、
加
え
て
新
た
な
膠

史
を
創
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う

大
仙
市
民
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た

も

の
で
す
。

夜
花
火
の
部
の
最
優
秀
賞
に
は

内
閣
総
理
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
る

雄物川河畔 特設会場を埋め尽くす大観衆

-8-



整
然
と
し
た
会
場
運
営

日
本
一の
大
〈〓
遠
来
の
客
も
感
動

レ、るさと大由』第22号

10号玉自由玉の部 優勝
「春の訪れ」

鵬マルゴー (山梨県)

想像花火の部 準優勝

「輝く星へ感謝を込めて」

大曲花火化学工業l■l(大仙市)

」0号玉芯入割り物の部 優勝

「昇り雄花四重変化菊」

太陽堂田村煙火 (長野県)

大会提供花火「歓喜」

こ
と
も
あ

っ
て
、
花
火
師

の
間
で

は

「
大
曲

の
花
火
」
が
全
国
最
高

の
花
火
大
会
と
位
置
付
け
る
人
は

多

い
の
で
す
．
そ
れ
と
と
も
に
毎

年
観
客

の
話
題
に
な
り
、
熱
狂
さ

せ
、
最
大

の
楽
し
み
が

「大
会
提

供
花
火
」
．
今
年
は
第
９０
日
と

い

う
節
日
の
大
会
に
ち
な
な
、
テ
ー

マ
は

『歓
喜
』
ｃ

ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ

ン
の
作

曲

し
た

「
交
響
山
第
九

番
」
。

メ
ー
ン
テ
ー

マ
の

「
歓
喜

の
歌
」
に
合
わ
せ
て
、
参
加
で
き

た
２８
業
者

の
提
供
に
よ
る
選
り
す

ぐ
り

の
ワ
イ
ド

ス
タ
ー

マ
イ

ン

（花
火
玉
）
を
約
６
分
間
に
わ
た

っ

て
、
次

々
と
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

大
輪

の
花
火
が
間
断
な
く
、
花
火

の
上
に
ま
た
花
火
と
何
層
に
も
広

が
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
ど

今では珍しくなつた「昼花火」を観る観客たち

よ
め
き
と
と
も
に
大
歓
声
が
涌
き

起
こ
り
、
そ
れ
が
対
面

の
西
山
に

反
応
し
て
返
り
、
「
大
山

の
花
火
」

ら
し

い
演
出
と
な

っ
て
観
客

の
心

を

一
層
盛
り
立
て
、
歓
声
と
拍
手

は
長
々
と
続
き
ま
し
た
ｃ

対
策
会
議
等
を
編
成
し
て

事
故
防
止
に
万
全
を
期
す

「
大
曲

の
花
火
」
は
こ
れ
ま

で

世
間
を
騒
が
す
よ
う
な
人
事
故
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、　
一
般
に

花
火
大
会
と
言
え
ば
兎
角

の
事
故

が
起
こ
り
か
ね
な

い
の
で
心
配
さ

れ
ま
す
。

磯
は
一一一一一一一棒一一一一一一一一一一一一一一一一一一一揚
一一一一．．．蟷
鶴

ひ
で
よ
じ一一一一一‥‥‥―…………

…‐‐‐′‐…………‐…………機滋一警
っま
購
棒

お
酒
を
注
ぐ
時
に
問
こ
え
る
■
こ
は
こ
ぼ
「

と
い
う
音
も
、
よ
り

一
層
お
酒
を
お
い
し
て
舞

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
日
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

来
戒
午
者
の
方
に
は
お
酒
を
お
販
売
し
ま
せ
ん
。

族
黎
）

な
Ｌ
購
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そ
こ
で
大
仙
市
で
は
、
似
た
よ

う
な
規
模
の
花
火
大
会
の
状
態
を

よ
く
調
査
し
、
大
会
の
事
前
対
策

と
し
て
、
事
故
防
止
並
び
に
、
仮

に
発
生
し
た
場
合
で
の
対
策
を
検

討
し
て
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
大
会
に
お
い
て
も
、
共

同
主
催
の
大
山
商
工
会
議
所
と
も

連
携
し
、
市
長
を
本
部
長
と
し
て

数
回
の
打
合
せ
、
対
策
会
議
等
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
会
場
整
理
や
交
通
整
理
、

誘
導
、
緊
急
医
療
や
テ
ロ
防
止
な

ど
に
ま
で
気
を
使
い
な
が
ら
万
全

を
期
し
ま
し
た
。
今
回
遠
来
か
ら

の
お
客
様
が
、
「
さ
す
が
は
日
本

一
の
大
会
だ
」
と
、
行
き
届
い
た

創
造
花
火

「玉
桜
～
月
光
に
揺
れ
る
華
の
舞
い
～
」

腕
小
松
煙
火
工
業
（大
仙
市
）

会
場
管
理
に
感
銘
を
受
け
た
と
感

心
し
て
い
ま
し
た
。

あ
お
の
も
の
が
た
り

１０
月
８
日

（土
）
、
大
仙
市
花
火

産
業
構
想
、
四
季
の
花
火
事
業
の

一

環
と
し
て
、
大
曲
の
花
火
　
秋
の
章

「
あ
お
の
も

の
が
た
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
断
続
的
に
降
る
雨
に
悩

第
一
幕
か
ら
四
幕

多
彩
な
構
成
で

大会のフィナーレは観客と花火師たちの

光りによるエールの交歓。1青が通い合う

「大曲の花火」ならではの特徴である

ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
大
曲

の
花
火
を
秋
に
も
見
よ
う
と
駆
け

つ

け
た
約
３
万
人
の
観
客
が
熱
心
に
拍

手
を
お
く
り
ま
し
た
。

大
会
は
日
も
と

っ
ぷ
り
幕
れ
た
午

後
６
時
、
雨
の
中
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は

「美
し
き
青

き
ド
ナ
ウ
」
。
軽
快
な
音
楽
に
乗

っ

て
色
々
な
明
る
さ
を
持

っ
た
創
造
花

火
や
尺
玉
が
雨
を
突
き
破
る
か
の
よ

う
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
独
自

性
の
高

い
、
さ
す
が
は
大
山
の
花
火

と
思
わ
す
、
観
客
を
魅
了
す
る
解
説

も
観
客
に
は
好
評
で
し
た
。

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
シ
ョ
ー
は
、
子
ど

も
達
に
人
気

の

「
妖
怪
ウ
オ

ッ
チ
」

花
火
。
尺
玉
日
本
花
火
作
家
選
抜
に

よ
る

「
伝
統
割
物
と
斬
新
自
山
玉

競
演
花
火
」
。

フ

ィ

ナ

ー

レ

は

花

火

ミ
ユ

ー
ジ
カ

ル
。
人
曲

の

空

で
約

１５
分

間

の

「
フ
レ

ン
チ
カ

ン
カ

ン
」

シ

ョ
ー

で
し
た
。

台風9号 観覧席70%が水没

「
人
曲

の
花
火
」
が
開

催
さ
れ
る
８
月
の
終
わ
り

頃
は
、
と
か
く
人
雨
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
と

「
だ

い
せ
ん
日
和
」
１０
月

号
で
は
報
じ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
平
成
２６
年
、

第
８８
回
大
会
の
直
前
に
豪

雨
災
害
が
発
生
し
、
雄
物

川
や
玉
川
の
河
川
敷
に
設

置
し
て
い
た
臨
時
駐
車
場

７
カ
所
が
浸
水
で
閉
鎖
さ

れ
る
な
ど
、
大
会
運
営
に

支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。

運
営
主
体
の
実
行
委
員

会
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を

踏
ま
え
花
火
の
打
ち
上
げ
場
所
の
水

は
け
を
よ
く
す
る
た
め
に
整
備
す
る

な
ど
、
安
全
で
円
滑
に
大
会
運
営
が

出
来
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
来

ま
し
た
。

今
年
は
台
風
９
号
が
日
本
列
島
を

横
断
し
た
影
響
を
受
け
て
、
雄
物
川

が
増
水
し
た
た
め
観
覧
席

の
７０
％
、

約
１０
万
人
分
が
水
浸
し
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
早
速
、
大
山
地
区
消
防

団
の
自
主
的
か
つ
献
身
的
な
協
力
の

も
と
に
、
災
害
個
所
を
見
回
る
と
と

も
に
補
修
を
し
、
桟
敷
席
の
洗
浄
や

消
毒
を
す
る
な
ど
、
観
客
の
安
全
を

期
し
て
の
復
旧
作
業
に
全
力
を
尽
く

し
ま
し
た
。

特別プログラム「メタモルフォーゼ」
イケブン(静岡県)
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東
京
で
大
山
の
花
火
を
観
よ
う
と
始
ま

っ
た
首
都
圏
大
曲
会
主
催

「東
京
で

『大
曲
の
花
火
』
を
観
る
会
」
は
、
同
時
に
行
わ
れ
る

「
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
」
と
と
も
に
好
評
で
、
こ
の
冬
第
８
回
を
迎
え
ま

す
。
花
火
弁
当
や
大
山
の
地
元
仕
人
れ
の
秋
田
銘
酒
に
加
え
、
高
階
光

義
さ
ん
制
作
の
映
像

「川
を
渡
る
梵
天
」
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
２９
年
２
月
１９
口

（日
）

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

（受
付
開
始
　
１２
時
３０
分
）

〈
ム
　
場
　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（私
学
会
館
）

〈
ム
　
費
　
五
千
五
百
円
　
花
火
弁
当
、
飲
み
物
、
お
上
産
付
き

参
加
お
申
込
み
　
来
年

（平
成
２９
年
１
月
１０
日
よ
り
）

電
話
　
０
３

（３
３
４
１
）
６
３
３
９

『
”
ｘ
　
０
３

（６
２
７
３
）
０
０
８
１

９

メ
ー
ル

一
〓
♂
Ｏ
ｏ
‐Ｒ
Ｐ
』．０
８
８

氏
名

。
住
所

。
電
話

・
参
加
人
数
を
記
入
し
、
右

の
い
ず
れ
か

へ
。

花
火
弁
当
に
秋
田
銘
酒
も
つ
い

て
、
ま
る
で
雄
物
川
河
畔
で
花
火

見
物
を
し
て
い
る
感
じ
だ
と
、
昨

年
こ
の
会
に
参
加
し
た
方
の
正
直

な
感
想
で
す
。
″大
曲
の
花
火
ク
は

上
は
、
ク大
由
の
花
火
ク
を
冬
の
東
京
で
観
賞
す
る
意
外
性
が
人
気

を
呼
ん
で
い
る
。
右
は
、
大
仙
市
冬
の
風
物
詩
「川
を
渡
る
梵
天
」

日
本

一
、
い
や
世
界

一
だ
と
思
う

よ
と
、
花
火
の
話
を
す
る
と
俄
然

郷
土
愛
が
芽
生
え
て
、
花
火
自
慢

を
す
る
人
の
多
い
の
は
、
首
都
圏

大
曲
会
の
特
徴
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
数
年

「
花
火
を
観
る
会
」

に
は
大
仙
市
の
各
ふ
る
さ
と
会
か

ら
も
参
加
し
て
く
れ
る
人
が
増
え

て
来
ま
し
た
。
大
曲
の
花
火
が

「大

仙
市
の
花
火
」
と
し
て
強
い
愛
着

を
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
な

っ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

花
火
鑑
賞

に
合
わ
せ

る。
う
　
て
、
大
山
の
雰
囲
気
も
味

ｍ
観
　
わ
お
う
と
、
昨
年
の
こ
の

成
卸
　
会
で
、
会
員
の
高
階
光
義

錫
発
　
さ
ん
が
、
変
わ
り
ゆ
く
大

投
影
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な

っ

て
い
て
、
こ
れ
も
楽
し
み
で
す
ｃ

そ
し
て
も
う

一
つ
の
楽
し
み
が
、

カ
ラ
オ
ケ
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
大
曲

会
は
美
声
の
持
ち
主
が
多
く
、
カ

ラ
オ
ケ
自
慢
が
格
別
に
多

い
の
で

す
。
そ
れ
に
気
付
い
た
他
の
ふ
る

さ
と
会
か
ら
も
．
声
良
し
自
慢
が

参
加
し
て
、
そ
れ
は
楽
し
い
の
ど

自
慢
大
会
に
な
る
の
も
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
特
徴
と
も
言
え
ま
す
。

な
お
参
加
者
に
は
お
土
産
も
用

意
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
夏
の
総
会

で
も
支
援
し
て
く
だ
さ
り
、
『ふ
る

さ
と
大
曲
』
の
広
告
で
も
知
ら
れ

る
大
仙
市
高
関
の
佐
藤
久
男
さ
ん

か
ら
の

「
こ
だ
わ
り
の
ア
キ
タ
コ

マ
チ
」
で
す
。
大
曲
会
ら
し
い
お

土
産
だ
と
大
好
評
で
す
。

大山 冬の風物詩「 川 を渡 る梵 天 」

<高階光義さん制作>

大曲の今音を映像で綴るシリーズ
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華
や
か
に
、
過
し
く
成
長

四
ツ
屋
公
民
館
な
ど
　
精
蝙
畔
嗣
か
塁
又
燿
裏
Ｕ

花火灯籠をバックに「第7回四ツ屋まつり」の祝辞を述べる大仙市栗林次美市長

主催 :四ツ屋地区コミュニティ会議・四ツ屋まつり実行委員会

沐豪 fl

大
仙
市
四
ツ
屋
地
区
の
活
性
化

を
目
指
し
、
地
元
の
若
者
た
ち
が

中
心
に
な

っ
て
立
ち
上
げ
た

「
四

ツ
屋
ま

つ
り
」
（主
催
四
ツ
屋
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
　
伊
藤
隆

康
会
長
、
四
ツ
屋
ま
つ
り
実
行
委

員
会
　
斉
藤
健
太
郎
委
員
長
）
は
、

今
年
十
月
九
日

（日
）
、
第
七
回

を
迎
え
て
、
賑
や
か
に
開
催
し
ま

し
た
。
は
っ
き
り
し
な
い
天
気
は
、

時
折
り
雨
に
変
わ
る
生
憎
さ
で
し

た
が
、
今
年
は
四
ツ
屋
地
区
は
も

と
よ
り
地
区
外
か
ら
の
来
会
者
も

多
く
、
こ
の
地
区

の
お
祭
り
と
し

て
し

っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。

「
四

ツ
屋
ま

つ
り
」
は
、

七
基

の
花
火
灯
籠

の
町
内
練
り
歩

き
、
四
ツ
屋
公
民
館

の
ス
テ
ー
ジ

を
使

っ
た

「
芸
能
発
表
」
、
同
ホ
ー

ル
を
利
用
し
て
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、

押
し
花
、
書
道
な
ど
、
生
涯
学
習

の
成
果
を
発
表
す
る

「
展
示

コ
ー

ナ
ー
」
。
加
え

て
商
工
協
議
会
等

に
よ
る

「
出
店

コ
ー
ナ
ー
」
と
、

ビ
ー
ル
等
飲
み
物
や
焼
き
そ
ば
な

ど
と
と
も
に
、
今
年
は
金
魚
す
く

い
も
設
置
す
る
な
ど
、
多
彩
な
催

し
の
お
ま

つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

例
年

の
よ
う
に
旧
伊
藤
住
宅
前

を
出
発
点
に

「花
火
灯
籠
」
大
小

七
基
は
、
え
び
す
会

の
纏
、
昌
月

会
に
よ
る
踊
り
を
背
に
、
勢

い
よ

く
出
発
。
途
中
、
老
人
福
祉
施
設

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

で
、
纏

や
踊
り

を
披
露
し
て
人
所
者
に
喜
ば
れ
ま

し
た
。
練
り
歩
き
に
は
栗
林
市
長
、

吉
川
教
育
長
も
応
援
に
立
ち
会

っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
到
着
し
た

公
民
館
前

の

「
お
祭
り
広
場
」
で

は
、
栗
林
市
長
か
ら
励
ま
し
と
お

祝

い
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
Ｇ

写真上、花火灯籠は町内練り歩き前、昌月会に

よる手踊り。

下、子ども達もすつかりお祭り気分

大
/1ヽ

―-12-―
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「四ツ屋若衆」と染め抜かれた

半纏がお祭り気分を盛り上げ

る。背中に花火印が浮き出る

四
ツ
屋
若
衆

い
な
せ
な
半
鱚
姿
機
露

ステージ発表会場は満員の大盛況

保育園児や小学生たちの熱演に拍手喝采 !

多
四
ツ
屋
花
火
燈
籠
ク
き
り
り

いつぱいのお客さまで埋まつた大人気の発表会場

保育園児たちが元気いつぱいにダンスを

披露した

一一一一一一一一一一一

写真右上は、保育園児による太鼓

のパフォーマンス。右下は、高い

レベルの演奏をする四ツ屋小学校

器楽部のみなさん。上は、東京で

活躍するエンターテイナー結香さ

ん(大仙市内小友出身)

ここにも超人

ネイガーが…

公
民
館
前
の
お
ま
つ
り
広
場
に

は
、
大
小
７
基
の

「
花
火
灯
籠
」

が
並
び
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
ホ
ー
ル
は
観
客
で
満
員
で
す
。

今
日
の
司
会
は
Ｆ
Ｍ
は
な
び

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
根
田
朋
子
さ

ん
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
四
ツ
屋
小

学
校
器
楽
部
の
み
な
さ
ん
。
合
間

に
は
主
催
者
を
代
表
し
て
伊
藤
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
、
東
京
か
ら
参

加
し
た
首
都
圏
大
山
会
大
釜
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

ど
れ
み
保
育
園
の
園
児
が

「
ソ
ー

ラ
ン
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
」
や
太
鼓
演
奏
な

ど
、
四
ツ
屋
保
育
園
児
は

「あ

っ

ち
こ
っ
ち
　
そ

っ
ち
」
な
ど
お
遊

戯
で
沢
山
の
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

日
頃
公
民
館
で
練
習
し
て
い
る

音
楽
団
体
や
、
地
元
佐
藤
昌
月
さ

ん
率
い
る
民
謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
特
別
出
演
は
東
京
で
活
躍

す
る
内
小
友
出
身
の
結
香
さ
ん
で

す
。
一
一年
ぶ
り
の
出
演
で
し
た
が
、

親
し
み
易
い
優
し
い
声
で
会
場
内

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
こ
の
日
開
催
さ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
大
仙
市
長
杯
争
奪

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
で
、
男
子

は
優
勝
、
女
子
準
優
勝
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
女
子
２
名

が
入
部
し
た
ス
ポ
少
野
球
チ
ー
ム

AKYは益々人気者だ
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花火燈籠が照らすお祭り広場一杯に繰り広げられた「よさこい」

四ツ屋まつりのフィナーレは、“打ち上げ花火"で締めくくる

li膨:瘍丁魃鼈眩ず〔らi轡
ポ凸鼈躙iE阜 []
熔莉蝙1颯1蝙

]::[]  花火灯籠がライトアップされて
饉墜闊鉤鰤Silli L、野層警ll孟11悪あ撃曇犀藷ぶ農祟墓え夫占暮葉あそし、走

 tl幕 , ぉ祭 り広場 もヒートアップ !

旬の秋田が高輪に。
Dining&ShOpping

‐ お恙aTf館
京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

東京都港区高輪4丁目108
ウィング高輪WEST―Ⅲ l階

TEL 03-5447-1010 http:〃 www akita― bisaikan ip/

す
。

い
つ
も
な
が
ら
の
お
父
さ
ん
た
ち
の

奮
闘
で
場
内
は
笑

い
の
ウ
ズ
．
割
れ
ん
ば

か
り
の
笑

い
と
拍
手

の
中
、
大
成
功
で
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
公
民
館
が
定
期

的
に
開
催
す
る
生
涯
学
習
で
身
に
付
け
た

成
果

の
発
表

で
す
。
「
パ

ッ
チ

ワ
ー
ク
」

や

「押
し
花
」
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
６
時
、
「
お
ま

つ
り
広
場
」
に
花
火
灯
籠

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

「
百
蓮
会
」
等
に
よ
る

「
よ
さ
こ
い
」
「纏
」

の
競
演
。
そ
の
後
、
大
会

フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
花
火
大
会

で
す
。
「
響
屋
」

の
割
物

１０
発
と
、
ま

つ
り
提
供
花
火
五
百
発
が
、

お
ま

つ
り
広
場

の
夜
空
で
威
勢
よ
く
響
き

渡
り
ま
し
た
。
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大
仙
市
役
所
観
光
交
流
課
、
（
一

社
）
大
仙
市
観
光
物
産
協
会
主
催

「
大
仙
市
ふ
る
さ
と
物
産

フ
ェ
ア

２
０
１
６
ｉｎ
有
楽
町
」
が
、
今
年

も
１１
月
Ｈ
日
、

１２

日
の
二
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま

し

た
。

大

仙

市

で
生

産

さ

れ

る

米
、
野
菜
、

い
ろ

い
ろ
な
漬
物
や
ス

ウ
ィ
ー
ツ
類
、
酒

や
特
産

の
製
品
な

ど
と
と
も
に
、
観

光
情
報
や
首
都
圏

で
活
動
す
る
ふ
る

さ
と
会
な
ど
も
紹

介
し
ま
し
た
。
初

日
の
Ｈ
日
は
、
東

京

の
こ
の
秋
に
し

て
は
珍
し
く
寒

い

日
で
、
小
雨
混
じ

り
の
お
天
気
で
し
た
が
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
待
ち
兼
ね
て
い
た

人
々
に
と

っ
て
は
雨
も
風
も
何

の
そ
の
、

１２
時

の
会
場
と
と
も

に
ど

っ
と
懐
か
し

い
ふ
る
さ
と

の
特
産
品
が
並
ぶ
各
ブ
ー
ス
ヘ

駆
け

つ
け
た
も

の
で
す
。

東
京
で

「
大
仙
市
大
曲
と

い

え
ば
何
を
思
う
？
」
と
友
人
に

問

い
か
け
る
と
、
す
か
さ
ず
「花

火
と
ア
キ
タ
コ
マ
チ
ー
」
と
応

え

て
く
れ
ま
し
た
。
「
い
や

い

や
そ
ん
な
も
の
じ

ゃ
な

い
。
酒

や
漬
物
、
イ
ブ
リ
ガ

ッ
コ
だ

っ

て
本
場
だ
ぞ
」

と
す
か
さ
ず
応
じ
た
も

の
で
し

た
。
大
仙
市

の
物
産

フ
ェ
ア
は

大
仙
市
出
身
者
だ
け

で
な
く
、

こ
こ
は
有
楽
町
か
ら
銀
座
へ
の
抜
け
道
。

地
下
鉄
も
通
っ
て
絶
好
の
場
所
で
あ
る

他
県
出
身
者
に
も
大

い
に
魅
力
を
感
じ
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

翌
‐２
日
は
前
日
と
は
打

っ
て
変
り
終
日

が
小
春
日
和

の
上
天
気
。
人
出
も
多
く
大

い
に
賑
わ

い
売
れ
行
き
も
絶
好
調
。

特
に
ア
キ
タ
コ
マ
チ

「
花
火
米
」

の
新

米
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
、

い
つ
も

の
よ

う
に

「
大
曲
納
豆
汁
」
も
お
馴
染
み
の
赤

い
車

の
周
り
は
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
で
も
知
ら

れ
る
大
曲
名
物
と
し
て
、
大

い
に
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
し
た
。

大仙市の特産物を東京で販売し大好評 !

11月 11日 (金 )、 12日 (土)の二日間

旨めもの研究会の大曲納豆汁はいつでも

混雑ぎみ。「初めてです」という人もいた

首都圏各ふるさと会を

紹介するガイドも配布
大仙市には首都圏大曲会のようなふるさと会が、

旧市町村単位に 8つあります。今回それぞれ紹介

のちらしを作 り、希望者に配布 しましたっ

小雨の中を、オープンと同時にぞくぞく購入者が入場してきた (」 R有楽町駅中央□広場)

類鯰鶉難

首都圏大曲会の紹介ちらし頭の上を、ひつきりなしに東海道新幹線が通る
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予

礼儀・エチケットなどの研修や講演に

忙しい小松美智子さん

■エッセー

わが人生の大曲

/Jヽ 松 美  dBn tt KOMATSU MICHIKO

m MISイ ンターナショナル社長

大曲高校卒 JAL国 際線スチュワーデスを経て現職

と
き
の
流
れ
は
ふ
る
さ
と

に
続
く
遠

い
想

い
の
中
で
、

子
ど
も
の
頃
が
優
し
く
醸
成

さ
れ
て
懐
か
し
く
、
そ
れ
は

や
が
て
感
謝
の
念
と
な
り
私

自
身

の
宝
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和

一
七
年
三
月
二
六
日

が
私
の
誕
生
日
。
早
生
ま
れ

と
い
う
こ
と
か
ら
背
丈
も
小

さ
く
、
小
学
校
に
入
学
し
た

頃
は
か
ら
だ
も
弱
く
、
小
学

校

の
思

い
出

が
ほ
と

ん
ど

残

っ
て
い
な

い
の
が
寂
し
く

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
６
年
生

の
頃
か
ら
そ
ろ
ば
ん
塾
に
通

い
、
中
学
２
年
で
目
標
の
１

級
に
合
格
す
る
と
、
途
端
に

興
味
を
失

い
止
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。

中
学
に
な
る
と
、
よ
う
や

く
背
丈
も
同
級
生
と
同
じ
ぐ

ら

い
に
ま
で
伸
び
、
勉
強
も

楽
し
く
な

っ
て
、
特
に
英
語

が
大
好
き
で
し
た
。

修
学
旅
行
で
知

っ
た

客
室
乗
務
員
の
仕
事

中
学
２
年

の
時
、
修
学
旅

行
で
東
京

へ
行
き
、
羽
田
空

港
で
客
室
乗
務
員
と

い
う
職

業
を
初
め
て
知
り
、
私
の
憧

れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
英
語
の
勉
強
に
力
を
入
れ

た
こ
と
を
憶
え

て
い
ま
す
。

や
が
て
高
校
で
も
英
語
サ
ー

ク
ル
に
入
り
、
学
校
で
も
家

に
帰

っ
て
か
ら
も
、
た
と
え

街
を
歩

い
て
い
て
も
、
な
る

べ
く
英
語
に
触
れ
る
よ
う
に

意
識
し
た
も
の
で
し
た
。

高
校

の
卒
業
が
近
づ
き
、

銀
行

へ
の
就
職
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
断

つ
て

初
志
を
貫

」ヽ
う
と
し
た
乙
女

心
も
懐

か
し

い
思

い
出

で

す
。
そ
し
て
、
や
が
て
憧
れ

の
客
室
乗
務
員
に
な
れ
た
こ

と
は
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

以
後
客
室
乗
務
員
と

い
う

職
業
を
通
じ
、
多
く
の
経
験

を
経
て
、
現
在
の
企
業
を
興

し
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

花
火
見
物

で
思
う

ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝

こ
こ
数
年
来
、
千
葉
県
の

経
済
会
の
み
な
さ
ん
十
人
ほ

ど
の
グ
ル
ー
プ
で
、
毎
夏
の

花
火
見
物
を
目
的
に
、
大
曲

へ
帰

る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。そ

れ
は
毎
回
の
こ
と
で
す

が
、
電
車

か
ら
大
曲
駅

の

ホ
ー
ム
に
降
り
立

っ
た
瞬

間
、
こ
こ
ろ
の
底
か
ら
何
と

も
言
え
な
い
嬉
し
さ
が
込
み

上
げ
、
懐
か
し
い
気
持
ち
が

胸
に
溢
れ
て
、
や

つ
ぱ
り
ふ

る
さ
と
は
い
い
な
あ
と

つ
く

づ
く
感
じ
る
の
で
す
。
胸
の

奥
ま
で
大
山
の
空
気
を
吸

い

込
ん
で
い
る
自
分
に
気
付
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

駅
前
に
出
て
広

い
空
を
見

上
げ
る
と
、
大
山
の
街
を
優

し
く
抱
き
か
か
え
る
か
の
よ

う
に
、
西
山
が
目
に
映
り
ま

す
。
太
平
山
は
当
時
と
変
わ

り
な
く
、
美
し
い
姿
で
私
を

迎
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

全
国

一
の
花
火
大
会
を
前

に
し
て
、
街
に
は
活
気
が
溢

れ
、
人
々
の
話
し
声
、
笑

い

合
う
声
が
響
き
、
当
時
の
け

ん
騒
が
蘇

っ
て
い
ま
す
。

も
し
あ
の
頃
、
東
京

へ
行

か
ず
に
大
曲
を
生
活
の
場
に

選
ん
で
い
た
な
ら
ば
、
私
は

ど
ん
な
人
生
を
送

っ
て
い
た

だ
ろ
う
か
、
ふ
と
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
帰

る
こ
と
が
で
き
る
、
温
か
い

ふ
る
さ
と
の
大
曲
が
あ
る
だ

け
で
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
私

は
幸
せ
だ
と
感
謝
の
気
持
ち

が
胸
に
溢
れ
る
の
で
す
。
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ふるさとへの思い

結 jtt YUKA
エンターティナー 歌手

大仙市内小友出身、大曲高校、千葉大学卒

私
に
と

っ
て
ふ
る
さ
と
は

ク帰
る
場
所
ク
で
す
。

い
つ
帰

っ
て
も
温
か
く
迎

え

て
く
れ
る
場
所

・
大
曲
。

そ
ん
な
大
好
き
な
ま
ち

。
大

曲
で
、
先
日
私
は

「
ふ
る
さ

と

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
場
は
、
私
の
小
さ
い
頃

か
ら
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
や
吹

奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
の
リ
ハ
ー

サ
ル
な
ど
で
立

っ
た
こ
と
の

あ
る
大
曲
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル

（旧
中
央
公
民
館
）
。

し
か
し
現
在
の
私
に
と

っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
は
経
験

が
な
い
ほ
ど
の
、
大
き
な
会

場
で
の
ワ
ン
マ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
。
い
つ
も
応
援
し
、

見
守

っ
て
く
だ
さ
る
ふ
る
さ

と
の
皆
さ
ん
に
、
今
の
私
が

出
来
る
ベ
ス
ト
な
ス
テ
ー
ジ

を
お
届
け
す
る
こ
と
に
わ
く

わ
く
す
る
反
面
、
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
か
ど
う
か
、
と
て

も
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
。

母
校

の
４
年
生
と
歌
う

「
僕
ら

の
時
代
」

や
が
て
コ
ン
サ
ー
ト
当
日

を
迎
え
て
幕
が
上
が
っ
た
瞬

間
、
そ
れ
ま
で
の
私
の
不
安

と
緊
張
は

一
気
に
消
え
去
り

ま
し
た
。
会
場

い
っ
ぱ

い
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
と
歓
声
、
そ

し
て
拍
手
が
私
を
包
み
込
ん

で
く
れ
た
の
で
す
。

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
、
私
の

母
校
で
あ
る
内
小
友
小
学
校

４
年
生
の
み
な
さ
ん
と
共
に

歌
う

「僕
ら
の
時
代
」
。

こ
の
日
の
た
め
に
毎
朝
練

習
を
重
ね
て
く
だ
さ
り
、
素

晴
ら
し
い
歌
声
で
会
場
を
盛

り
上
げ

て
く
だ
さ

い
ま
し

た
。
内
小
友
小
学
校
の
先
生

方
、
そ
し
て
保
護
者

の
皆
さ

ま
が
快
く
ご
協
力
く
だ
さ

り
、
今
回
こ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

企
画
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
終
盤
で
、

同
じ
秋
田
県
出
身
で
、
東
京

を
拠
点

に
活
動
す

る

ラ

ッ

パ
ー

「
羅
漢
」
さ
ん
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま

し
た
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
音
楽

活
動
を
続
け
る
中
で
、

つ
ら

い
こ
と
苦
し
い
こ
と
も
沢
山

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
気
持
ち

を
分
か
ち
合

い
、
そ
し
て
お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
え
る

同
郷

の
仲
間
が

い
る
こ
と
、

そ
し
て
ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ん

の
前

で

一
緒

に
歌
え

た

こ

と
。
と
て
も
嬉
し
い
機
会
と

な
り

ま

し

た
。

ふ

る
さ
と

の
た
め
に

私

が
出
来

る

こ
と

は

今
度
の

「
ふ
る
さ
と

コ
ン

サ
ー
ト
」
開
催
に
あ
た
り
、

本
当
に
沢
山
の
方
々
に
応
援

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私

一
人
で
は
決
し
て
実
現
す

る
こ
と
の
出
来
な
か

っ
た

コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

東
京
か
ら
集
結
し
て
く
だ

さ

つ
た
バ
ン
ド
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
当
日
、
会
場
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ

っ
た
地
元
の

皆
さ
ん
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
に
も
沢
山
の
ご
協
力
を

い

た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
た
め
に
私
が

出
来
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と

日
々
思
う
中
で
、
今
回
の
よ

う
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
で

き
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て

は
大
き
な
出
来
事

で
し
た
。

自
分
自
身
の
夢
を
追

い
か
け

な
が
ら
、
応
援
し
て
く
だ
さ

る
ふ
る
さ
と
の
み
な
さ
ん
に

向
け
て
歌
う
こ
と
。
そ
の
思

い
を
通
し
て
元
気
を
お
届
け

出
来
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
歌

い
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

首都圏大曲会総会の懇親会の部で歌う結香さん
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Kly.o,sねin sle‐ 11漁lo.

創業以来、鋼材加工販売のパイオニア

として、各企業の

生産性の向上、コス トダウンに

協力 してまいりました。

大
仙
市
で
活
躍
す
る
企
業
訪
問

シ
リ
ー
ズ
⑫

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

疵囃躙協伸精鋼株式会社
会社概要 ……………………摯―………………………………………………………Ⅲ

営業品目

秋田県大仙市内小友字中沢11の4

平成元年7月 6日

吉 成 信 一

1,000万 円

21名

1.鋼材 (構造用鋼、特殊銅)及び非鉄 (ア ルミ、

ステンレス等)の 1次加工販売

2 金型、各種産業機械及び省力化機械部品の全加工販売

3.そ の他銅に関する業務

取引銀行   北都銀行大曲南支店 秋田銀行大曲支店

主要仕入先、メーカー

日立金属株式会社 大同特殊鋼株式会社

中部鋼飯株式会社

商   社  青山特殊鋼株式会社 佐藤商事株式会社

代表取締役

吉 成 信

地

立

表

金

数

在所
　
　
　
本

員

社本

創

代

資

社

鋼
材

の
加
工
販
売
を
始
め
金
型

や
各
種
産
業
機
械
、
省
力
化
を
Ｈ

的
と
し
た
各
種
機
械
部
品

の
タ
イ

ム
リ
ー
な
加
工
や
販
売
な
ど
で
知

ら
れ
る
、
協
伸
精
鋼
株
式
会
社
を

訪
問
し
ま
し
た
。

平
成
生
ま
れ
で

平
成
育
ち
の
企
業

創
業
は
い
つ
、
ど
こ
で
始
め
ら
れ
ま

し
た
か
。
主
た
る
業
種
は
何
で
す
か
。

吉
成
社
長

（以
下
吉
成
）

創
業

は
平
成
元
年
で
す
か
ら
、
年
齢
で

協伸精鋼株式会社上は工場内A棟、左は工場内Btt。

5S活動が行われ工場内は整然と整理されている
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お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
加
工

言
え
ば
首
都
圏
大
曲
会
と
同
じ
で

す
ね
。

（笑
）
現
在
も
本
社

の
あ

る
、
当
時
の
大
山
市
内
小
友
中
沢

で
、
協
仲
精
銅
株
式
会
社
は
生
ま

れ
ま
し
た
。
社
長
は
古
成
信

一
で

す
ｃ
業
種
と
し
て
は
金
型

の
製
造
、

各
種
産
業
機
械
及
び
省
力
機
械
部

品
の
受
託
加
工
、
販
売
で
す
。

特
に
得
意
と
す
る
分
野
は
？

吉
成
　
金
属
プ
レ
ス
機
械
で
製
品

を
作
る
と
き
に
使
用
す
る
金
型
ダ

イ
セ
ツ
ト
の
加
工
、
巾
１
屑

×
長

さ
２
肩
位

の
大
型
加
工
が
得
意
で

す
。
当
社

の
強
み
は
、
原
材
料
か

ら
切
断
～
加
工
ま
で

一
貫
し
て
い

る
の
で
、
短
期
納
人
に
特
色
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
自
動

車
電
子
部
品
の
半
導
体
部
品
、
住

宅
関
連
機
器
の
、
例
え
ば
電
子
レ

ン
ジ
の
換
気
扇

フ
ー
ド
な
ど
を
作

る
と
き
に
使
わ
れ
る
金
型

で
す
。

直
接
見
え
る
部
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
重
要
な
部
品
で
す
。

主
た
る
取
引
き
先
は

自
動
車
工
業
な
ど
大
手

主
な
取
引
先
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

吉
成
　
自
動
車
、
電
子
、
住
宅
機

器
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
、
関
連

の

会
社
は
約

４０
社
、
地
域
は
関
東
、

東
北
、
北
海
道
と
広
範
囲
で
す
。

全

社

員

の

参

加

で

進

む

活
発
な
５
Ｓ
活
動

御
社
の
５
Ｓ
活
動

（整
理
、
整
頓
、

清
掃
、
清
潔
、
躾
け
）
に
つ
い
て
ご
説

明
く
だ
さ
い
。

吉
成
　
５
Ｓ
（整
理
、
整
頓
、
清
掃
、

清
潔
、
躾
け
）
の
徹
底
運
動
が
活

動

の
骨
子

で
す
。
具
体
的

に
は
、

「
作
業
状
況
の
見
え
る
化
Ｌ
品
質
、

寸
法
精
度
等
各
自
チ

ェ
ッ
ク
徹
底

の
日
常
化
」
と
言

っ
た
も

の
で
す

が
、
一
例
と
し
て
、
毎
日
朝
礼
後
、

曜
日
ご
と
に
清
掃
す
る
器
械
、

エ

リ
ア
を
決
め
て
、　
一
日

一
台
、　
一

エ
リ
ア
を
全
員
で
取
り
掛
か
る
こ

と
に
よ
り
大
型
機
械
全
体
を
効
率

よ
く
清
掃
し
ま
す
。
約
１５
分
位
か

か
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
工
場
内

が
清
潔
に
な
り
、
気
持
ち
よ
く
効

率
的
に
仕
事
が
進
み
ま
す
。
来
客

に
も
好
印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
構
成
は
？

吉
成
　
十
月
現
在
、
男
子

１８
名
、

女
子
２
名

の
２０
名
で
す
。

２０
代
３

名
、

３０
代
５
名
、

４０
代
５
名
、

５０

作業現場。カロエ品側面への穴あけ。
「ねじカロエ」をしているところ

フライス盤で平面力0工するため制御盤に

寸法カロエ。その後自動で切削カロエとなる

作業打合せをする従業員

カロエ品の寸法、形状等、その都度担当者

同士細かな打合せ、確認をしながら正確

に作業は進められる

織織機:===蟻 111=:驚奮鷲驚鷲:驚

事務所側から見た協伸精鋼株式会社。工場敷地内も清掃が行き届いている

協和精鋼社製「金型ダイセット」の完成品
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写
真
上
は
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、

製
品
を
加
工
加
工
中
。
左
は
、
平
面
研
削
盤
に

よ
る
完
成
品
に
防
錆
液
を
塗
布
し
て
い
る

代
４
名
、

６０
代

１
名
、

７０
代
２
名

で
す
。

通
勤
エ
リ
ア
は
大
仙
市
内
で
す
か
。

吉
成
　
大
仙
市
内
が
１５
名

で
圧
倒

的
に
多

い
の
で
す
が
、
仙
台

３
名
、

横
手
市

１
名
、
美
郷
町
１
名

で
す
。

就
業
体
験
な
ど
地
元
学
校
な
ど
か
ら

の
協
力
要
請
に
応
え
て
い
ま
す
か
。
ま

た
社
員
厚
生
活
動
は
如
何
で
す
か
。

吉
成
　
技
術
専
門
学
校
な
ど
か
ら

機
械
操
作
等
の
要
請
が
あ
れ
ば
随

時
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
元
の

小
中
学
生
の
工
場
見
学
に
も
、
学

校
か
ら
申
込
み
が
あ
れ
ば
実
施
し

て
い
ま
す
。
社
内
厚
生
活
動
と
し

て
は
、
忘
年
会
、
社
員
懇
親
会
等

を
適
宜
行

っ
て
い
ま
す
。

地
元
大
仙
市
に
対
し
、
御
社

の
目
指
す
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
。

吉
成
　
会
社
の
発
展

・
継
続

に
よ
り
、
社
員
の
安
定
雇
用

に
よ
る
貢
献
で
す
。

大
仙
市
企
業
連
絡
協
議
会

会
長
と
し
て
の
抱
負

吉
成
社
長
は
大
仙
市
企
業
連

絡
協
議
会
会
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
協
議
会
の
意

義
、
目
的
に
つ
い
て
。

吉
成
　
大
仙
市
連
絡
協
議
会

は
、
大
仙
市
内
に
立
地
す
る

企
業
の
親
睦
と
融
和
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
企
業

の
振
興
及
び
地
域
経
済

の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
次

の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

①
情
報
交
換
会
、
②
各
種
講
習
会
、

③
企
業
振
興
の
た
め
の
情
報

の
収

集
、
提
供
。
平
成
１８
年
に
発
足
し

ま
し
た
。

大
仙
市
企
業
連
絡
協
議
会
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
大
仙
市
で
も

の
づ
く
り
を
し
て
い
る
企
業
で
構

成
さ
れ
る
任
意
団
体
で
す
が
、
現

在
会
員
企
業
は
５‐
社
、
賛
助
会
員

企
業
が
２
社

で
す
。
ビ
ジ
ネ

ス

・

マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
に
多
種
多
様

の
企
業

の
集
合
体
で
、
各
社
相
互

の
情
報
交
換
等

で
は
各
社
発
展
の

た
め
に
は
、
日
に
見
え
な

い
効
果

も
数
多
く
上
げ
て
い
る
こ
と
が
伺

わ
れ
ま
す
。

年

一
回
の
総
会
を
初
め
、
各
社

中
堅
幹
部
職
員
の
研
修
会
、
大
仙

市
長
、
各
部
部
長
も
参
加
し
て
行

わ
れ
る
市
内
外

の
工
場
視
察
研
修

な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
は
、
大
仙
市

の
新
し

い

産
業
振
興
に
弾
み
を

つ
け
、
こ
れ

か
ら
の
市

の
産
業
構
想
を
豊
か
に

育
む
資
源
と
な
り
ま
す
。
新
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

る
た

め

の
、
新

ソ
ー
ス
と
な

っ
て
育

っ
て

行
く
こ
と
を
夢
見
る
行
動
で
す
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
終
え
て

大
　
釜
　
茂

埠

お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
ご
親
切

に
ご
対
応
頂
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま

す
。
各
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、

鋼
材
の
加
工

・
販
売
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
、
生
産
性
の
向
上
に
寄

与
す
る
協
伸
精
鋼
株
式
会
社
の
前

途
は
広
く
開
か
れ
、
今
後

一
層
の

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
吉
成
社
長
が
会
長
を
務
め

る
、
大
仙
市
内
各
も
の
づ
く
り
企

業
の
集
合
体
で
あ
る
大
仙
市
企
業

連
絡
協
議
会
の
存
在
、
活
動
も
注

目
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
市
内
各

企
業
が
協
力
を
し
、
相
互
に
情
報

を
提
供
し
合
い
、
積
極
的
に
前
向

き
の
行
動
を
取
る
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
お
い
て
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
要
件
だ
と
、
同
協
議

会
事
務
局
を
担
当
す
る
大
仙
市
役

所
経
済
産
業
部
の
佐
藤
さ
ん
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
Ａ
Ｉ
時
代
の

到
来
も
そ
う
遠
く
は
な
い
言
わ
れ

る
現
代
に
お
い
て
、
大
仙
市
も
の

づ
く
り
集
団
の
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
か
け
る
頼
も
し
さ
、
力
強
さ

を
、
退
し
く
感
じ
取
る
こ
と
の
出

来
た
取
材
で
し
た
。

（首
都
圏
大
曲
会
会
長
）

信頼の技術で高品質の製品
各企業合理化の下支えがモッ トー

マシニングセンター VM900
コンピューター制御で切削、穴加工、溝加工、タップ (ね じ)カロエを
100分 の 1ミ リで加工

精密平面研削盤PSG208E×

研削砥石により加工品平面の精度を出す機械 (精 度100分 の 1ミ リ)
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株式会社三和は

首都圏大曲会を応援します l

代表取締役

斎藤 昭彦

丁 107-0052

東京都港区赤坂 2丁 目 17番 65-411号

TEL:03-3586-8055

FAX:03-3583-1594
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大曲出身エンターテイナーたち

結
香
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
に
参
加
し
た

人
々
と
、
感
激
の

写
真
撮
影
（大
曲

市
民
公
会
堂
）

活躍する

青から民謡や踊 りの盛ん大曲・仙北地方は芸能人を排出しまし
た。現代でも東京で活躍する多くのエンターテイナーたちを見か
けます。今号でも民謡の千葉とし子さん一家と津軽三味線・息子
の畠山光洋さん、ポップスで売出し中の結香さん、落語二つ日で

頑張る三遊亭遊里さんを追いかけてみました。

東京・中目黒のライブ八ウス
「楽屋」(ら くや)で歌う結香さん

(撮影 大友律子)

津
軽
一̈
疎
線
の
畠
山
光
洋
さ
ん

民
謡
の
家
族
ラ
イ
ブ
開
催

結
香
さ
ん
　
地
元
で
感
動
の
ラ
イ
ブ

「僕
ら
の
時
代
」
を
熱
唱

津
軽
三
味
線

の
腕
を

め

っ
き
り
あ
げ
て
い
る

畠
山
光
洋
さ
ん
。
九
月

十
九
日
、
京
成
線
青
砥

駅
隣
接

の
リ
プ

ロ
、
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
で
家
族
ラ

イ

ブ
を

開
催

し
ま

し

ポ

ッ
プ
ス
シ

ン

ガ

ー

と

し

て
、
最
近
め
き

め
き
売
り
出
し

て
い
る
結
香
さ

ん
は
大
仙
市
内

小
友

の
出
身
。

大
仙
市
関
連
で

た
。
こ
の
家
族
ラ
イ
ブ
は
、
畠
山
光

洋
さ
ん
の
津
軽
三
味
線
演
奏
会
を
主

体
に
、
尺
人
家
元
で
父
親
の
藤
丸
東

風
さ
ん
、
民
謡
歌
手
と
し
て
活
躍
す

る
母
親
の
千
葉
と
し
子
さ
ん
二
人
構

成
で
行
わ
れ
、
昨
年
も
開
催
さ
れ
て

好
評
を
博
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
日

は
千
葉

さ
ん

の

民
謡
、

父

の
尺

八
と
津
軽

三
味

線

象

ン
ョ
イ

ン

ト

で
、
あ

い
や

節
な
ど

の
青
森

県
民
謡
と
と
も

に
、
童
謡

の

「
ふ

る
さ
と
」
を
演

奏
。
若

者

ら

し

い
新
境
地

へ
の

意

欲

も

見

せ

て
、
満

口員
の
客

席

か
ら
盛
大

に

拍
手

が
飛

ん

で

い
し
た
。

も
大
活
躍
で
、
人
月

の
首
都
圏
大

曲
会
総
会
、
同
じ
月
に
大
山
花
火

ウ
イ
ー
ク
で
歌

っ
て
い
ま
す
。
東

一示
で
は
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
で
歌

い
、

二
つ
目
の

二
遊

亭
遊
里
さ
ん
、
今

年
は
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
、
全
国

各
地
で
高
座
に
上

る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
都
内

の

寄
席
に
も
、
新
宿
末
広
亭
、
浅
草

演
芸
ホ
ー
ル
な
ど
、
毎
月
平
均
五

日
か
ら
十
日
間
ほ
上
り
ま
し
た
。

ま
た
自
分

で
主
催
す

る
勉
強
会

も
、
隔
月
で
や
る
も

の
と
、
毎
月

の
会

の
二
本
立
て
で
頑
張

っ
て
い

ま
す
。
日
々
が
勉
強
で
す
。

昨
今
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新

九
月
十
九
日
、
中
目
黒
の
楽
屋

（ら

く
や
）
で
歌

っ
た
日
に
、
首
都
圏
大

曲
会

の
大
友
副
会
長
が
客
と
し
て
出

会

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
生
憎

の
大

雨
で
し
た
が
、
店
内
は
か
な
り
の
入

り
で
混
雑
す
る
ほ
ど
。
十
月
九
日
は

第
七
日
四
ツ
屋
ま

つ
り
の
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
、
十

一
月
三
日
に
大
曲
市
民

会
館
小
ホ
ー
ル
を
満
員
に
し
て
、
地

元
で
初
め
て
の

「
結
香
ふ
る
さ
と

コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
母

校
内
小
友
小
学
校

の
後
輩
も

一
緒
に

出
演
す
る
な
ど
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が

一
緒
に
な

っ
て
盛
り
上
が
る
、
感
動

の
シ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

間
、
雑
誌
な
ど

各

メ
デ
ア
が
落

語
二
つ
目
を
取

り
上
げ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の

影
響

か

ら

か
、

色

々
な
場
所
で

落
語
会
を
開

い

て
く
れ
る
環
境
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
落
語
家
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
話

題
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
遊
里
さ

ん
も
来
年

一
月
十
五
日
の

「
さ
が
み

は
ら
若
手
落
語
家
選
手
権
」
の

一
次

予
選
を
通
過
。
こ
の
会
最
終
の
本
大

会
に
は
会
場
来
場
者
の
投
票
で
本
選

出
場
者
が
決
り
ま
す
。
関
心
の
あ
る

方
は
応
援
に
行

っ
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
ほ
か
に
、
来
年
五
月
、
国
立
演

芸
場
の
歴
史
あ
る
企
画
落
語
会

へ
の

出
演
も
決
ま
り
ま
し
た
。
車
の
免
許

も
取
得
。
大
曲
で
の
落
語
会
の
開
催

を
夢
見
て
、
落
語
家
街
道
ま

っ
し
ぐ

ら
の
毎
日
で
す
。

内
小
友
小
の

後
輩
た
ち
と

父親藤丸東風さんとジ∃イントして

力強くバチをさばく光洋さん(右側)

オープニンク
｀
は内小友小学校の4年生と

結香さんのヒット曲「僕らの時代」を歌つた

落語家街道まつしぐら
二つ目 三遊亭遊里さん

勉強会も毎月二本立てで開催

紋付Σ2織姿で高座の遊里さん
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大曲の話題

玉川の鉄橋を渡る列車の音が、ガタンゴトンとごく近 くに聞える

ようになると、それは空気がき―んと冷え込みよく澄んでいる証拠。

子どもながらに、近づいて来る雪の季節を感じるものでした.

(資料 :「だいせん日和」11月 号、ほか)

■リオ五輪 男子マラソン

パブリックビユーイング

大曲から佐々木選手を応援

リオデジャネイロ五輪・男子マラ

ソンで日本代表になった佐々木悟選

手は、大仙市南外出身期待の星。レー

ス当 日の 日本時間8月 21日 、大曲市

民会館小ホールを会場に、パブリッ

クビューィングが行われ、参加 した

市民は約280人 に達 しました。

この応援構成は、大仙市 と南外地

区の住民有志が組織する佐々木選手

を応援する会が主催 したもの.栗林

市長を初め佐々木選手の両親、佐々

木選手の母校、南外中学校の生徒 ら

が応援のリー ドをとり、リオデジャ

ネイロで活躍する佐々木選手に熱い

エールを送 りました。

大曲工業高校野球部の、甲子園

出場にもパブリックビューイング

第98同 夏の甲子園野球大会は、8

月7日 か ら15日 間にわた り熱戦を繰

り広げました。ご存矢日の通 り、秋田

県代表は大曲工業高校。初めて夏の

甲子園にツヒむ同校の相手校は、強力

ビッチャーを有する埼玉の花咲徳栄

(は なさきとくはる)高校。優勝候

補と言われた花咲徳栄に大曲工業は

果敢に挑戦 し、初出場にも関らず 6

-1の善戦でした。この試合でも大

仙市はパブリックビューイングを開

設 し、栗林市長を初め大曲工業高校

関係者など多 くの市民が応援に参加

しました。

■開館準備が進む

大イ山市アーカイブズ

強首地区旧双葉小学校校舎に

東北地方の市町村で初めてと言わ

れる公文書館「大仙市アーカイブズJ

が、来年 5月 開館を日指 し本格的な

準備が進められています。西仙北地

域強首地区の、 1日 双葉小学校校舎を

改修 し、 1階は閲覧室、展示室、研

修室、CD/DVD保 管室、作業室、

事務室。 2階は、古文書類を収蔵す

仙市として合併以前の旧 8市町村で

保管されていた歴史資料等が搬入さ

れる予定です。秋田県の芸能史や民

衆文化史の研究にりヽ力され、秋田県

文化功労者表彰などの経歴をお持ち

の茶谷十六さんは9月 13日 、大田文

化プラザで行われた文化講演会で

「今 日の私たちの生活は、営々とし

て続いてきた祖先たちの営みの上に

こそ存在します。この認識が次の時

代を担う世代に受け継がれる場とし

て、アーカイブズには無限の可能性

が秘められています。大仙市アーカ

イブズが、中学生たちの地域学習の

場としても大いに活用されることを

願っていますJと 話しました。

■法隆寺大野管長が特別講演

聖徳太子提唱の「和」の文化を語る

法隆寺大野玄妙管長さんの特別講

演会が、大田地域出身の仏画帥j鈴木

空如の作品展開催に合わせ、10月 15

日、大山市民会館で開催。約450人

の市民が聴講しました。大野さんは

「日本のこころと和の文化Jと 題 し

て講演c同寺建立の聖徳太子の教え

に触れ、太子は誰もが安心して暮ら

せる社会実現に、「和Jの精神を広

めたことを話されました。

る貴重書庫、特

別貴重書庫が整

備 され ます。旧

体育館 は大書庫

として、合計約

27万 冊の歴史資

料等 を収容で き

ます。

工事 は来年 2

月に完成 し、大

映
像
で
送
ら
れ
て
く
る
リ
オ
五
輪
男
子
マ
ラ
ソ
ン
で

激
走
す
る
佐
々
木
悟
選
手
を
熱
烈
に
応
援
す
る
大
仙
市

民
た
ち
。
南
外
中
学
校
の
生
徒
の
応
援
に
合
わ
せ
て
参

加
者
が
手
拍
子
を
送
る
。
最
前
列
に
栗
林
市
長
の
姿
も

伝
久
の
免
機

い

　

う

　

　

　

　

　

ほ

大
地
の
↓
ｓ
み
と
と
も

に

よ
口
の
Ｓ
を
導
す

雪
畝
銘
峰

つ
　
　
ろ

島

覆

雀

０
私
預講
爾
林
式
会
経

秋

腱
県
大

仙
市

戸
地
谷
宇

天

ヶ
沢

八

三
の

一

お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
．
お
酒
は
お
い
し
く
適
置
を
．

妊
娠
中
や
授
乳
期
の
飲
酒
は
お
控
え
く
だ
さ
い
．

ttOlil熟 齢協 jpr

釧m i inf¨ 1鰺糧」p
駐 ∝舒012
FⅨ 01舒 (6022η
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カメラ

平成28年 (2016年 )12月

雪を待
上高地から白骨温泉、乗鞍高原ヘ

旅人 斉 藤 貞 助 sa■。u Teおuke

秋色濃 くなった10月 26日 、上高地の大正池を

出発したのはまだ夜も明けきらぬ早朝の 5時。

目指すは白骨温泉を経由して、乗鞍高原一帯

です.コ ースは森林の中を進むために山の展望

はあまりなく、広葉樹の色づきを間近に、そし

てじっくり眺めることができました。

季節な
¨
泌
皿

い
静つ

上
高
地
の
大
正
池
を
中
心
に
早

朝
撮
影
。
撮
影
後
は
梓
川
に
添

っ

て
乗
鞍
高
原
を
日
指
し
、
昼
過
ぎ

に
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。

九
月
早
々
か
ら
始
ま
る
紅
葉
や
黄

葉
は
、
標
高
３
０
２
６
メ
ー
ト
ル

の
乗
鞍
岳
か
ら
白
骨
温
泉
を
経

て
、
十
月
に
入
る
と
上
高
地

一
帯

も
色
づ
き
が
始
ま
り
ま
す
。

ダ

ケ

カ

ン

バ

の

黄

葉

を

着

る

黄
色
の
布
団
を
着
た
よ
う
に
、
山
肌
は
ダ
ケ

カ
ン
バ
の
黄
色
が
鮮
や
か
に
目
立
ち
ま
し
た

途
中
、
白
骨
温
泉
で
小
さ
な
滝

に
遭
遇
し
ま
し
た
。
道
は
森
林
の

中
を
縫
う
よ
う
に
通
り
ま
す
。
点

在
す
る
赤
い
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
黄
色

い
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
霞
ん
で
煙
る
よ

う
な
カ
ラ
マ
ツ
の
黄
葉
も
見
事
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
よ
う
。

乗
鞍
高
原
周
辺
は
草
原
の
広
が

り
と
な
り
、
周
囲
は
三
千
メ
ー
ト

ル
級
の
高
山
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
て
く
る
音
は
梢
を
渡
る
風

の
音
と
、
甲
高

い
鳥
の
鳴
き
芦
。

撮
影
開
始

の
頃
は
高
曇
り

で
、

メ
リ

ハ
リ
の
な

い
場
面
が
続

い
て

い
ま
し
た
が
、
帰
る
頃
に
な
る
と

山

々
の
稜
線

に
鋭
く
光

が
当

た

り
、
深
み
の
あ
る
撮
影
も
出
来
ま

し
た
。

雪の季節を控えた自樺
葉を散らした自樺は、雪の季節を前に寒々しい。

お互いに励ましあつているかのようだ
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紅

葉

し

た

ナ

ラ

の

本

と

青

い

空

乾
い
た
風
が
吹
い
て
、
遠
く
の
稜
線
に
自
い
雲
が

湧
い
て
来
た
。
車
紅
葉
で
彩
ら
れ
た
車
原
の
午
後

白
骨
温
泉
近
く
の
小
さ
な
滝

山
道
を
行
け
ば
、
葉
ず
れ
の
音
と
鳥
の
さ
え
ず
る
音
ば
か
り
。

白
骨
温
泉
近
く
で
小
さ
な
滝
の
音
を
聞
き
カ
メ
ラ
に
収
め
た

本
々
の
お
喋
り
が
聞
こ
え
そ
う

近
づ
く
冬
。
葉
を
落
と
し
た
白
樺
と
ま
だ
残
る

ナ
ラ
の
本
が
雪
を
前
に
お
喋
り
を
楽
し
ん
で
い
る

『ふるさと大曲』第22号

冬の眠りに入る前
山の木々たちは冬の眠りに入る前のひと時、

葉の色や、枝や幹で今年最後の存在感を示す

入 り 組 ん だ 山 々 も 色 づ く

山々が入り組んで奥へ奥へと連なつている。

紅葉する草木に混じつて松の青さが目立つ

「お料理」と「おもてなし」が好評です

グランドパレス川端・山の手ホテル・フォーシーズン

フォレスト・葬祭千の川【沙羅H顕彰庵】

〒014¨0051秋田県大仙市大曲浜町7‐39 TEL.0187… 62‐0354
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平成28年 (2016年 )12月

平成20年 にスター トした「ふるさと納税J市1度は、

今年度で9年 目となりました。大仙市には昨年度ま

での8年間で6,400万 円を越す協力があったと発表さ

れています。この中には首都圏大山会の多くの仲間

からの寄付も含まれていると思います。大仙市では

「子育て教育分野」や「高齢者福祉分野Jな ど4分野

で活用して、市の活性に役立てています。平成29年

も引き続き会員からのご協力をお願いいたします。

大
仙
市

の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、

今
度
新
し
く
寄
附
者
に
対
し
、
寄
附

額
に
応
じ
た
返
礼
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
寄
附

は
、
近
年
寄
附
額

・
件
数
と
も
に
急

激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
総
務
省
の

調
査
で
は
、
近
年
、
納
税
制
度
の
普

及

・
定
着
が
進
ん
だ
と
と
も
に
、
寄

附
者
に
贈
る
返
礼
品
の
充
実
な
ど
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
仙
市
で

は
市
外
に
居
住
し
て
い
る
寄
附
者
に

お
礼
と
し
て
、
市
広
報
紙
、
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
、
特
産
品
開
発

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
詰
め
合
わ

せ
を
贈

る
な
ど
、
制
度

の
充
実
を

図

っ
て
き
ま
し
た
。

特
別
栽
培
米
や
日
本
酒
な
ど

新
し
く
返
礼
品

そ
し
て
新
し
く
返
礼
品
の
制
度
改

定
を
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
の
寄
付
者

な
ど
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
参
考
に

し
て
、
寄
附
額
に
応
じ
て
特
別
栽
培

米
や
市
内
蔵
元
が
製
造
し
た
お
酒
な

ど
を
贈
る
、
大
仙
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

の
寄
附
金

の
納
入
の
仕
方
も
、

よ
り
便
利
に
で
き
る
新
し
い
方

法
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使

っ
た
方

法
や
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決

済
、
お
住

い
や
職
場
近
く
の
コ

ン
ビ

ニ
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ

決
済
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、

よ
り
気
軽
に
ふ
る
さ
と
納
税
に

参
加
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
も

の
で
す
。

大
仙
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
通
じ
て
、
大
仙
市
を
応
援

し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
皆
さ
ま

の
思
い
を
大
切
に
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
話
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
大
仙
市

役
所
ま
ち
づ
く
り
課

へ
お
気
軽

に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。

一Ｔ
Ｏ
Ｐ卜
‐∞
０
０
Ｈ

大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号

大
仙
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課

一嘔
　
　
一前
　
一　
〇
Ｈ∞
『
‐０
∞
‐Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

いＦ
ＡＡ
〉Ａ
　
　̈
Ｏ
Ｈ∞
「
‐Ｏ
ω
‐Ｈ
Ｈ
い０

メ
ー
ル

¨

日
”
ｏ
巨
Ｏ
ｏ
】一く
こ
”
一∽ｏ
Ｐ
”
〓
ご
』ｏ

大
仙
市
で
は
、
首
都
圏
大
曲
会
の
皆
さ
ん

な
ど
大
勢
の
方
々
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
協
力
し
て
頂

い
た
寄
附
金
を
、
次

の

４
分
野
に
関
す
る
事
業
と
し
て
活
用
し
て

ま
す
。

私
た
ち
が
協
力
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

大
仙
市
の
発
展
に
活
か
さ
れ
、
大

い
に
貢
献

し
て
い
る
の
で
す
。

一　
観
光
分
野
　
大
仙
市
の
魅
力
あ
る
観

光
資
源
を
活
用
し
た
観
光
交
流
に
関
す
る

事
業

二
．
高
齢
者
福
祉
分
野

老
い
を
楽
し

み
、
地
域
が
支
え
る
高
齢
者
福
祉
に
関
す

る
事
業

三
　
自
然
環
境
分
野
　
次
代
に
残
す
大
仙

市
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る

事
業

四
　
子
育
て
教
育
分
野
　
大
仙
市
の
子
ど

も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
、
子
育
て

と
教
育
の
充
実
に
関
す
る
事
業

寄 附 合 計

＼
返ネL品 スター

寄附額に対応しての

大仙市へのふるさと納税額

年度 件 数 金額 (円 )

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

50

45

43

36

46

49

55

85

5,238,000

6,483,000

6,352,000

4,102,000

15,836,286

7,867,000

8,514,000

9,013,187

合計 409 64,410,473

故郷でのお集まり、お泊りに
″夜 の湯 っ ご で

｀

イ っ /_― クのん グ ク

〒014-1201 秋田県仙北市田沢湖生内字黒湯沢2-1

TEL 0187-46-2214 FAX 0187-46-2280

HP http://www kuroyucom

二 湯 温 泉

多し′,1浸 象郷
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『ふるさと大山』第22号

旧
大
曲
中
学
校
を
昭
和
Ю
年
に
卒
業
し
て
、
最
早
数
十
余
年
の
歳
月
が

流
れ
た
。
私
の
実
家
は
上
栄
町
だ

っ
た
の
で
、
小
学
校
と
は
目
と
鼻
の
先

で
賑
や
か
だ

っ
た
が
、
中
学
校
は
街
か
ら
離
れ
た
中
良
野
の
地
に
ポ
ツ
ン

と
建

っ
て
い
た
。
大
曲
高
校
の
通
り
に
面
し
た
堀
内
製
材
所
の
脇
か
ら
、

真

っ
直
ぐ
中
学
校

へ
伸
び
る

一
本
の
農
道
が
通
学
路
だ

っ
た
。

こ
こ
か
ら
先
に
は
民
家
も
な
く
、
周
り
は

一
面
田
圃
が
広
が
り
、
そ
の

彼
方
に
東
山
を
背
景
に
校
舎
が
目
に
入
る
。
春
夏
秋
冬
、
巡
り
く
る
大
自

然
の
変
化
と
と
も
に
育
ち
、
通
学
し
た
中
良
野
校
舎
の
光
景
は
、
今
も
懐

か
し
く
想
い
出
さ
れ
る
。

農
道
に
沿

っ
た
セ
ギ

（農
業
用
水
路
）
に
は
、
ツ
ブ
、
ど
じ
ょ
う
、
ザ
ツ

コ
な
ど
が
生
息
し
て
い
て
、
夏
場
に
は
み
な
泥
ん
こ
に
な

っ
て
捕

っ
た
も

の
だ
。
稲
刈
り
の
頃
に
な
る
と
赤
ト
ン
ボ
の
大
群
が
飛
ぶ
中
、
跳
び
交
う

ハ
ツ
タ
ギ
を
追
い
か
け
て
は
曇
の
中
に
捕
獲
し
た
。

冬
、
吹
雪
の
日
は
遮
る
も
の
が
何
も
な
い
の
で
、
マ
ン
ト
を
頭
か
ら
ス
ッ

ポ
リ
被
り
、
小
さ
な
隙
間
か
ら
前
を
覗
い
て
、
ひ
た
す
ら
学
校
を
目
差
し

て
歩

い
た
。
春
先
の
冷
え
込
ん
だ
朝
、
硬
雪
渡
り
は
楽
し
か

っ
た
。
ど
こ

を
歩
い
て
も
ぬ
か
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
朝
だ
け
は
思
い
思
い
に
横
に
広

が
っ
て
歩
き
、
な
ぜ
か
浮
き
浮
き
し
た
気
持
ち
だ
っ
た
。

時
は
過
ぎ
て
平
成
５
年
５
月
、
中
学
校
の
担
任

（歯
車
ル
ー
ム
）
だ
っ

た
恩
師
和
田
徹
夫
先
生
宅
を
訪
間
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
月
は
先
生
の
誕

生
月
で
、
そ
の
時
先
生
は
趣
味
の
絵
を
お
描
き
に
な
っ
て
い
た
。
何
枚
も

あ
る
中
で

「散
ら
ば

・
桜
」
と
題
し
た
そ
の
絵
は
、
当
時
通
っ
た
中
良
野

の
風
景
を
想
い
う
か
べ
て
描
い
た
そ
う
で
あ
る
。

見
て
い
る
と
走
馬
灯
の
よ
う
に
昔
日
を
彿
彿
さ
せ
て
く
れ
る
。
思
わ
ず

「先
生
、
こ
の
絵
を
頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
日
を
つ
い
た
私
の
お

願
い
に
、
「人
様
に
あ
げ
る
よ
う
な
絵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

・
こ

と
言
っ

て
く
だ
さ
り
、
私
は
大
事
に
胸
に
抱
い
て
帰

っ
た
の
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら

２３
年
経
っ
た
が
わ
が
家
の
居
間
に
は
、
今
も
そ
の
絵
は
飾
ら
れ
て
、
毎
日
、

あ
の
頃
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
お
宝
と
な
っ
て
い
る
。

和
円
先
生
は
平
成
Ｚ
年
５
月
、
約
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
が
、
お

伺
い
す
る
度
に
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
笑
顔
が
浮
か
ぶ
。
そ
し
て

そ
の
年
、
秋
の
弔
間
に
際
し
、
仏
前
に
次
の
詩
歌
を
捧
げ
た
。

今
は
奈

（な
）
き
　
中
良
野
原
の
　
我
が
校
舎

恩
師
の
音
声

（お
ん
じ
ょ
う
）

耳
朱

（じ
だ
）
に
残
り
て
、

安
ら
か
に
　
眠
る
が
ご
と
く
　
天
国
ヘ

父
母
の
御
胸

（み
む
ね
）
に
深
く
抱
か
れ
　
未
来
世

（み
ら
い
せ
）
も

我
ら
の
担
任
　
必
ず
や

歯
車
ル
ー
ム
の
　
教
え
子
集
ひ
て
　
　
　
合
掌

和
田
徹
夫
先
生
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

首
都
圏
大
曲
会
　
会
報

『ふ
る
さ
と
大
山
』編
集
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

首
都
圏
大
曲
会
は
会
報

『
ふ
る
さ
と
大
曲
』
の
編
集
協
力

者
を
募
集
中
で
す
。
記
事
取
材
や
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
写
真
、

レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
興
味

・
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
は
左
記
ま
で
。
（担
当
　
大
釜
）
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なか ら の はら

中良野原と和田徹夫先生

「散らば・桜」

(提供者)高 階 光 義 さん (千葉市在住)

小
学
校
を
卒
業
し

て
も
う

六
十
数
年
に
な
る
。
毎
年
十

一

月
の
第
二
土
曜
日
は
同
級
会
と

決
ま

っ
て
い
て
、
こ
の
会

へ
の

参
加
は
実
に
楽
し
い
。
各
人
相

応
に
年
齢
を
重
ね
た
が
会
場
に

入
る
と
あ
ら
不
思
議
。
さ

っ
き

ま
で
の
腰
や
膝
の
痛
み
も
さ
ら

り
と
忘
れ
て
往
年
の
少
年
少
女

に
帰
り
、
あ
の
頃
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て

賑
や
か
だ
。
毎
日
が
同
級
会
だ

っ
た
ら
い

い
と
冗
談
も
飛
び
出
し
て
い
た
。

▽
今
年

は
ど
う
も
秋
野
菜
の
出
来
が
悪

い
ら
し
い
。

九
月
に
入

っ
て
も
三
十
度
を
越
す
暑

い
日

が
何
日
も
あ
り
、
自
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

の
王
は
固
く
な
ら
な
い
と
言
う
。
東
京
は

野
菜
が
高
騰
し
て
い
る
。
こ
う

い
う
自
然

現
象
に
ど
う
対
応
す
る
か
。
大
都
会
だ
ろ

う
が
地
方
都
市
だ
ろ
う
が
、
ま
さ
に
情
報

重
視
の
時
代
と
な

っ
た
。
最
近
ス
ー
パ
ー

の
店
頭
に
は
、
２
分
割
ど
こ
ろ
か
４
分
割

に
し
た
自
莱
や
キ
ャ
ベ
ツ
が
並
ん
で
い
て
、

そ
れ
が
売
れ
て
い
る
と
言
う
。

▽
大
仙
市

が
主
催
し
て
１１
月
１１
、

１２
日
の
両
日
、
東

京
の
有
楽
町
駅
前
広
場
で
今
年
も

「
ふ
る

さ
と
物
産

フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
た
。
初

＝
は
雨
が
降
り
、
東
京
で
は
こ
の
時
期
に

し
て
は
珍
し
い
ほ
ど
寒
か

っ
た
。
「雨
で
す

が
開
催
し
ま
す
か
」
と
朝
か
ら
首
都
圏
大

曲
会

へ
の
問
合
せ
が
数
件
あ

っ
た
。
懐
か

し
い
ふ
る
さ
と
の
物
産
フ
ェ
ア
を
待

っ
て

い
る
人
が

い
る
。
降
る
雨
が
恨
め
し

い
。

ジ
ー
ン
と
胸
が
熱
く
な

っ
た
。

▽
リ
オ
の

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
に
秋
田
県
か
ら
三
人
の
代

表
選
手
が
出
た
が
、
三
人
と
も
大
仙
市
出

身
と
は
爽
快
だ

っ
た
。
三
選
手
の
健
闘
を

称
え
て
市
は
大
仙
市
民
賞
を
贈
呈
し
た
。

晴
れ
や
か
な
授
賞
だ

っ
た
。

▽
こ
の
夏
、

ク大
山
の
花
火
ク
は
第
∞
回
を
迎
え
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
圧
巻
の
花
火
シ
ョ
ー
だ

っ
た
。

来
年
は
花
火
国
際
サ
ミ
ッ
ト
だ
。
花
火
の

ま
ち
大
曲
の
、
総
力
を
あ
げ
た
真
の
力
を

世
界
に
見
せ
る
時
で
あ
る
。
（大
釜
）

編 集 後 記
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「ふ
る
さ
と
大
曲
」
第
二
十
二
号

平
成
二
十
八
年

（
二
〇

一
六
年
）
十
二
月
二
十
六
日

首
都
圏
大
曲
会
発
行

平成28年 (2016年 )12月

隧
雉
彰
颯
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騒
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嶺

秋田・十和田湖・八幡平日立公園
ここ乳頭温泉郷は、七湯の、素晴らしい良質の宿が

点在しています。中でも妙乃湯は、関西から見た東
の「金泉・銀泉」の二源泉を併せ持らた誇れる宿で

す。また、こじんまりした秘湯の素朴さ、古きに新

しさのバランスを兼ね備えた趣のあるいで湯で、非

日常のときをゆっくりお楽しみください。 |

秋田県仙北市田沢湖生保内字駒ケ岳2■ 1

電話01871-46-2740
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